













































































3	 ヒッチコック映画における情動については、斉藤綾子の洞察に満ちた論考がある。Ayako	Saito,	 “Hitchcock’ s	








































































































































































































































































































































































































































































































19	 Saito,	Hitchcock’ s Trilogy, p.	206.	以下、未邦訳の外国語文献からの引用は拙訳による。
20	 Ibid.,	p.	209.	
21	 Ibid.,	p.	207.	






















































































































































































n’ avaient	pas	encore	compris	 l’ Ecriture	selon	 laquelle	Jésus	devait	se	relever	d’ entre	 les	morts.”	

































か、スコティはすぐに身を離してしまう。するとジュディは、「You don’ t even 
want to touch me.」と不平を口にする。この段階でのジュディはまだ「対象」でし
かなく、スコティは接触の禁止という自分に課せられた掟に従っている。それに
対して、ジュディがスコティの要求通りの服装と髪に変え、復活した




















































33	 エンディングのスコティについては、斉藤綾子がすでに同様の説得的な解釈を提示している。Saito,	Hitchcock’ s 
Trilogy,	pp.	209-210.
34	 ジャン=リュック・ゴダール「アルフレッド・ヒッチコックが死んだ」、『ゴダール全評論・全発言II』奥村昭夫訳、筑
摩書房、1998年、236頁。映像作品の『映画史』でも同じ趣旨の発言をしている（4A「宇宙のコントロール」［1998］な
ど）。
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ときには石もて追われることもあるだろう。しかし呪われた詩人であるにもかか
わらず商業的成功を収めるというのは、本当は見たくも聞きたくもないものであ
るはずなのに、人々がそれに魅惑されて代価を払ってしまうような詩を作るとい
うことである。
そのような特性がヒッチコックの映画にはいくつもある。少なくともその一つ
が、本稿でヒッチコック的3Dと呼んで論じてきたような、世界との特異な関係
性ではないだろうか。そこには人々が受け入れるのに困難な何かがあるのだ。通
常の3Dへの期待や触覚的なものに対する肯定的評価は、存在との直
じか
の触れ合い
というありふれた願望にもとづいている。それに対してヒッチコック映画が開示
しているのは、直接的なものは不可能であるという真理にほかならない。耳を澄
ませば、そこには次のような命令が静かに聞えてくるだろう。
きみは何も摑んでいない、きみは何も摑むことはできないし、何も引き留
めることはできない、そして、それこそが、きみが愛し、知らなくてはな
らないことだ。それこそが、愛の知のありようなのだ。きみを逃れるもの
を愛しなさい、去る者を愛しなさい。その者が立ち去るのを愛しなさい 35。
［付記］
・ 本稿の序論および第1節と第2節は、次の公開講演会における口頭発表を原型
としている。「ヒッチコック的3D―『裏窓』における恐怖と悦楽の彼岸」、立
教大学現代心理学部付属心理芸術人文学研究所主催「ヒッチコック映画の空
間と精神―ロメール＆シャブロル『ヒッチコック』をうけて」、立教大学新座
キャンパス、2015年1月10日。
・ 本研究は、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（平成23年～27
年、事業名「新しい映像環境をめぐる映像生態学研究の基盤形成」）の助成を受
けて行われたものである。
35	 ナンシー『私に触れるな』、53頁。
